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経営の各部門のみならず経営活動全体の有際的な相互関係を計

数的には怪し，合理的な経営の計図および管理を徹底せしめよ

うとする傾向が多くなってきている。

以上のように経営統計は経営に資するための統計であって，

直接的には経営内部の各極の計数をとり扱い，ことに財務諸表

の分析， j販売高・生産高 ・ 生産原価の分析などを行って，資産

や資本の構成あるいは営業活動の成巣の iW)定，販売計画の樹立，

販売予算の編成，生産効果の測定， 販売前と生産高の比較，生

産計画などに資するが， このほか経蛍外部を対象として，一紋

長気予測ないし経済情勢の分析，市場調査および分析， 同極ま

たは関連産業およひ.競争商社との経営比較その他の調査なども

行われる。

国鉄においては日本固有鉄道会計規程第 80 条にし国有鉄道

の業務に関する運営状況を明らかにし， かつ諸般の企図に対し

その策定資料を提供するため務統計を作成する1 とあり，また

* 鉄道統計規程封(l条に L鉄道統計は日本国有鉄道の業務に関

する巡営状況を lijj らかにするとともに， 基本的統計を総合して

公表し，諸般の企図についてその策定資料を提供することを目

的とする1 とある。国鉄における統計はすべて経営活動を合理

的に遂行してゆくためのものであって経営統計でないものはな

いが，そのうちからとくに選択を行って，経営者が複雑多l岐な

経営状況を総括的には慢し ， 合理的な経営の計画および管理に

資する統計を狭義の経営統計と称している。鉄道統計規程にお

いても，第 9 条に*材 (fJ統計を主とする鉄道統計年報 ・ 月報 と

ならんで，とくに鉄道経営統計年報を作成 ・ 編集することを規

定しているのはその%.t'!ilとである。すなわち狭義の経営統計は，

国鉄の業務の運営状況を多くの基礎資料から選択 ・ 整理 ・分析 ・

力fI工し ， これを体系的に示すものであり ， これを多くの統計図

を用 ν、て編纂したものが鉄道経営統計月 ・ 年報である。ただし

27 年度:および 28 年度版として編集した経蛍統計年報は多分に

試算的意味をもつもので，結果としては L国鉄における経蛍統

計体系の論理的解説1 となり ， またHJ話についても国鉄におけ

る統計川諾に関して線本的な|問題を提起した。こうした基礎の

上に 29 年度版においては L国鉄における経営分析に必要な統

鉄道経営統計休系の榊造図

言|資料の提供1 を目的に Lわかり易さ1 を考慮して編集した。

昭和 28 年度鉄道経営統計年報に掲載されている鉄道経営統

計休系について，そのどいたいの構造を図示すると下図のとお

りである。

この国鉄鉄道経蛍統計休系は，総資本利益率を起点とし， こ

れを売上高利益率と総資本回転率とに分析し，以下この両系列

の係数を分析して休系を檎成したものであって，国鉄の経営分

析の基本的な主要係数(約 200) が有機的な関連性をもって体系

的に分類され，したがって，個々の係数とともに各係数聞の関

辿性に着目 して，系統的にあるいは分析的に観毒害することがで

きるようになっている。

つぎに鉄道経営統計休系における主要係数について概説する。

総資本手1)益率は， 総資本で事業純損益(営業および営業外純

鍋t.fE) を除すか，営業純損益を除すかによって，総資本総利益

率と総資本営業利絵率とに分れるが， いずれにしても総資本利

益率は，利益(純損益)と企業の総資本(自己資本と他人資本の

合計傾)との剖合で，企業に投下巡周された総資本が， 一定期

間にどれだけの成果(利益)をあけ'たかを示すもので，換言すれ

ば企業全体の収益性の程度を示すものである。ただし国鉄は公

共企業休としてその事業を能率的な運営により発展させ，公共

の稲祉を精進することを目的としているから ， 矛lげ主をあげるこ

とを終局の目的としている私企業の場合とは総資本利益率の見

方を異にする点に注意を要する。すなわち総資木利益率は，こ

れを起点とする以下の係数がそれぞれ公共の稲毛rJに合致するこ

とを前提として ， 能率的合理的な企業努力がこれに総合的に反

映しているといえるのであって， その意味において以下の係数

について適否を検討の上，総資本利益率の良否が判断されなけ

ればならない。

総資本利益率はつぎの等式の示すように，売上高利益率と総

資本(総資産)巨1;1氏率とに分析されるから ， この総資本手1)主主率の

良否は，この売上高利益率にあるか，または総資本回転率にあ

るか，あるいはその双方にあるのである。

一営業純損益ー営業純損主主 営業収入
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